










　筆者はこれまで、『学者の使命に関する数講』（1794,Einige Vorlesungen über die Bestimmung des 
Gelehrten、以下『学者の使命1794』と略記）の概要とその中で展開される教師論について整理してき
た。本稿では、これまでの議論に基づき、『学者の使命1794』におけるフィヒテの教師論がいかに
『学者の本質と自由の領域におけるその諸現象について』（1806,Ueber das Wesen des Gelehrten, und 








































主からの思想の自由の返還要求』（Zurückforderung der Denkfreiheit von den Fürsten Europens,die sie 
bisher unterdrückten,1793.　以下『思想の自由論』略記）と、『フランス革命に対する公衆の判断を











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　フィヒテによれば『浄福なる生への指教（Die Anweisung zum seligen Leben,1806）』（以下『指
















































































































































法による知識学』（Die Wissenschaftslehre nova methodo,1797-1799.…以下『新方法』略記）をはじめ、
『知識学の原理に従った自然法の基礎』（Grundlage des Naturrechts nach Principien der Wissenschaft-
slehre,1796/７.…以下『自然法』略記）、『知識学の原理に従った道徳論の体系』（Das System der 














































山房４p（Was heißt und zu welchem Ende studiert man Universalgeschichte?,1789）
